











































先に見たように、浄土荘厳が「国土荘厳」 、 「菩薩荘厳」 、 「仏
荘厳」の三種に分けられ、それによって如来のはたらきが衆生の歴史的世界の種々の領域に、多様な形をとって現れ、映っていることが示されるならば、還相回向は「菩薩」の上だけではなく、 「国土」や「仏」についてもいわれるのでなければならない。還相回向が浄土荘厳として見られるとき、それは最も包括的な視野から捉えられること なる。……（中略）……「大体この往相・ 問題といふものは、今日では新しい観点ってゐるのであります 、親鸞によっ 暗示されている往相・還相、特に還 に関しては（中略）それ やはり俗諦の世界であらうと思はれます。 （中略）仏教から見ると、この世界のあらゆる文化を挙げて俗諦であっ 、そ が利他教化地といふ意味で、やはり還相といふ世界が自分にひらめいてくる」 （ 『選集』第十一巻）……（中略）……先に述べたように、親鸞は『教行信証』の「証巻」におい 「還相回向」を取り上げたとき、もっぱら曇鸞の『論註』の「浄土の荘厳」の言葉を引用していた。親鸞は、如来のはた きの「還相」を見た である。
 
無限な如来のはたらきが人間の有限な歴史的世界に出現して、






















































































































































































































































































































































































































「 『論註』に顕われたり、故に願文いでず、 、 『論の註』
















 『浄土論』の文を示される。この文の意は大悲願心をもって苦悩の衆生の中へ入るということは、従因向果の願生浄土の菩薩のはたらきを示すものと考えられる。しかし、その後に「本願力回向をもっての故に」と。従因向果の菩薩の願力であるが親鸞は利他教化の還相回向のはたらきであ 考えられ、阿弥陀如来 本願力回向により還相回向がめぐまれると考える。そ 後に『浄土論註』の起観生信章の還相回向の文が引かれる。
 
 







の稠林に回入して、一切衆生を教化して、 もに仏道に向かへしむるなり。もしは往、もしは還、みな衆生を抜いて生死海を度せんがためなり。このゆゑに、回向を首として大悲心を成就す ことを得たまへるが とのたまへり」と。
 
 「かの土に生じをはりて、奢摩他・毘婆舎那・方便力成就する」ということは、行者が止・観の行を修し利他行を成就し、菩薩となって還相の摂化活動を行う。そして「回向を首として大悲心を











































願成就の文、 『経』にのたまはく、 「かの國の菩薩、一生補処を究竟すべし。その本願、衆生のためのゆえに、弘誓の功徳をもつてみづから荘厳し、あ ね 一切衆生を度脱せんと欲せんをば除く」と。
 











































































































 と、三厳二十九種の荘厳は、阿弥陀如来の清浄願心 荘厳である。故に、三種荘厳は「浄」であり、その体も無漏清浄である。 は阿弥陀如来の清浄願心により
 
荘厳成就された世界で仏の願心が酬
報した世界である。それ故に、未証浄心の菩薩 浄土に生まれ如来を見れば、浄土の徳により清 になり平等法身を得、還相の大悲のはたらきにめぐまれるものであることを示される。 の三種荘厳に浄土の還相摂化成立の根拠・根源が示されてい 又、浄入願心章には浄土の本質の説明として広略相入・二種法身・一法句の義が説かれている。そ は三厳二十九種を「広」と し、入 を「略」となす。このあとに
 
 





なにがゆゑぞ広略相入を示現するとならば、諸仏菩薩に二種の法身あり。 一つには法性法身、 二つには方便法身なり。法性法身 よりて方便法身を生ず。方便法身 よりて 性法身を出す。この二の法身は異にして分つべか ず。一にして同じかるべからず このゆゑに広略相入して、統ぬるに法の名をもつてす。菩薩、もし広略相入を知らざれば、すなはち自利利他 るに たはず。
 





























































































































































































































































衆生の菩薩である。しかし、その菩薩に法藏菩薩の修行が、還相の菩薩の根源・本質的摂化活動にはたらいていると親鸞は考えていた。故に、浄土 の還相回向であるが、 の止・観修行にも、法蔵菩薩の修行成就のは らきが根源的 きとして浄土 地からはたらきづくめであると考えられる。
 
この内容が「証巻」の善巧摂化章（自利利他円満の還相の菩薩の



































































































































































































の内容を示される。しか に、還相の主体が他者（阿弥陀如来）か、自己（往生人の菩薩）かと考えると、親鸞は最後の利行満足章の文を解せば、阿弥陀如来の本願力回向 考えら しかし、起観生信章の流れの文の中で「如是菩薩」等を示 文と、親鸞 和讃・和語集の文を考えると、還相 菩薩とは往生人（衆生） 往生したあと、浄土から菩薩となって摂化活動 おもむくと考えられ 。仏荘厳・菩薩荘厳 その意をふくまれてい と考える。
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